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月日別気候統計に現われた特異日について

栗 原 宜 夫＊

　気象要素の月日別累年平均値，すなわち1年中の各暦

日についての永年の平均値の日々の変動を調べてみる

と，ある特定の日に特異な状態が見出される．これは季

節変化に現われる特異性として，従来多くの研究が行わ

れてきた．ここに報告する調査は，統計期間と特異状態

の地理的分布という点に特に留意して，特異日（singula－

rity）と考えられるものを選び出した結果である．後に

も述べるように，ここに示されたものは，永年の気候統

計値に現われた一つの事実であると考えるに止めたい．

ある特定の暦日に特異な状態が必ず起ると期待したりし

ない方がよい．またさらにくわ『しいシノプティックな調

査をしないで，特異な状態の起る理由を推定するのもさ

’し控えたい．強いて云うならば，この調査結果に示して

ある月日頃に，ある特異な気候状態が起る傾向があると

いうことである．

　1．調査資料

　資料はすべて「月日別気候表」　（1957年7月気象庁刊

行）による．このうち統計期間30年以上の地点のものを

用い，20年以上30年未満のものは補助的に用いた．

　2．特異な状態

　特異な気候状態は，気温の統計値によって寒暖の状態

を，日照時間によって天気の状態を調べた．降水量は，

変動が大きくて特異日の調査に用いるのは不適当なよう

に思われた．

　さて，特異日の定め方であるが，ここでは「気温，日

照時間の月日別累年平均値（原則どして統計年数30年以

上）において前日差（または前日差と翌日差）が相当に

大きな値を示す日か，前日差は大きくなくても多照の極

となる日などで，ある地域にわたって同様の顕著な傾向

が認められるような日」を指すことにする．ただし，春

の段階的な気温上昇と，秋の段階的な気温下降は特異日

の対象からは除外した．実際にはこれらはかなり頻繁に

顕著に起っている．なお，各要素の累年平均値の前日差

や翌日差について・どの程度以上のものを特異と認める

かについては，一地点で年間に数日ないしは十数日選び
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出せるように定めた．

　この調査では特異な状態がある地域にわたって同じよ

うに現われた場合を特異日としたので，非常に局地的な

特異状態があってもこれには含まれていない．

　a）気　温

　気温の特異状態の基準と『しては

　　日平均気温（累年平均値）の前日差が0．6。C以上

　　日最高気温（累年平均値）の前日差が0．8。C以上

　　日最低気温（累年平均値）の前日差が0．8。C以上

とした．この基準にもとづいて函館，東京，境，鹿児島

で特異日となりそうな日を選びだし，近傍の測候所でも

同「じ日に同様の傾向が現われているかどうかを調べた．

こうして定めた特異日について，その特異状態の地理的

分布を検討した．これを列記すれば，

　i　2月14，15日・・一…北海道では14日頃に平均気温

　　　が上昇し，15日・16日頃に下降する．
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2月22日………九州で日最低気温が上昇する．

4月5，6日………北関東と中部地方内陸部では

5日頃に，また北九州と中国・四国の西部では6

日頃に日最低気温が下降する．

4月23，24日一・・…この頃顕著な特異状態が現わ

れる．すなわち，平均気温が，東北・北陸・山陰

では22日頃に下降し，関東・東海では23日頃に下

降する．その後，本州・四国・北九州では平均気

温が急に上昇する．それは4月23～25日の間であ

るが，大部分の地域は24日頃である．したがっ

て，たとえば関東地方では23日頃に気温下降，そ

の後に上昇ということになる．

9月29日……・・近畿・中部・関東地方および東北

地方太平洋側では29日頃に，北海道北部では30日

頃に日最高気温が前日に比「し急に下降する．

10月14日…・・一関東地方ではこの頃に日最高気温

が上昇し・翌日は下降す弓．東海地方や東北地方

南部にも同様の傾向があるが，上昇はあまりいち

じるしくない．

12月26～29日………九州や四国南部では26日頃に

日最低気温が前日に比して急に上昇し，29日頃に
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　　　特　　異　　日　　一　　覧

月 日

2月14，15日頃

2月22日頃

4月3日頃

4月5日
　　6日頃

4月23，24日頃

5月19日頃

8月12日頃

8月31日頃

9月29，30日頃

10月14日頃

11月3日頃

12月26～29日頃

地　　域

北海道

瀬戸内海地方

九　州

瀬戸内海沿岸，北関東

北関東，中部地方内陸部，
北九州，中国と四国の西部

本州，四国，北九州

束北地方南部，北関東

関東，中部，近畿の一部

瀬戸内海沿岸

近畿地方以東東北地方南部
まで

北海道北部

東北南部，関東，東海

関東，近畿，中部地方一部

九州，四国南部

状 態

平均気温が14日に上り，15日または16日に下る

日照が少ない

日最低気温の上昇

日照が少ない

日最低気温の下降

中部地方以東は22日または23日に平均気温が下る・そして
本少1・』四国，北九州で23日か，ら25日の間に平均気温が上る

多照

多照（7～9月中で最も多い）

日照が少ない

　この頃は9，10月中で日照が最も少なく，
降する

一’訂訂面ど甘叢高気温が下降する

日最高気温が下

14に日最高気温が上り，翌日下る．
も多照である

また14日は10月中で最

多照（10，11月中で1位か2位の多照）

この頃，日最低気温が一時高くなる

　　　は下降する．

　これらのほかに，12月2，3日頃に北海道を含む東日

本全域で日最高気温が前日に比して急激に下降するとい

うような初冬の段階的な気温下降等もあるが，すでに述

べたようにこの調査には含まれていない．

　b）日照時間

　日照時間は，その月日別累年平均値において，前日お

よび翌日よりも1時間以上多い日と少ない日を全国的に

選び出し，気温の場合と同様にして日照に関する特異日

を定めた．また8月12日，9月29～30日，10月14日，11

月3日がかなり広い地域で日照の多少の極になっている

ように思われたので，これについても調査した．その結

果は次の通りである．

　i　8月12日………関東・中部地方，近畿地方の一部

　　　では，この日が7～9月の92日間で最も多照であ

　　　る．

　ii　g月29～30日………東北南部，北陸，山陽，四

　　　国，九州では，この頃が9，10月の61日間で日照

　　　が最も少ない．

　iii10月14日………東北地方南部，および関東から四

　16

　　　国までの太平洋側では，14日が10月中で最も多照

　　　である．

　iv　11月3日………関東地方と近畿地方，および中部

　　　地方の一部と東北地方太平洋岸では・この日に

　　　10，11月の61日間を通じ，多照順位が1位または

　　　2位になる．

　以上の4つは，1ケ月とか2ケ月間での日照順位が1

位とか最下位になるばかりでなく，前日や翌日と比較し

てみても特に日照が多くなったり少なくなったりしてい

る所が多い．このほかには，たとえば，次のようなもの

が数えられる．

　v　2月22日一・一瀬戸内海地方で日照が少ない．

　vi4月3日・一・・瀬戸内海沿岸や北九州で日照が少

　　　ない．

　vii5月19日………東北地方南部や北関東で日照が多

　　　い．

viii8月31日………瀬戸内海沿岸で日照が少ない．

　3．　統計年数について

　もしも以上で調べたような特定の暦日に必ず特異な状

態が起っているなら，統計期間が10年とか20年とかで

　　　　　　　　　　　　　　　　、天気グ　5・8・
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も・多かれ少なかれ，その日には特異日らしい傾向が現

われるべきである．ところが，実さいには，統計年数が

20年未満では地域的なひろがりを持った特異日を指定す

ることは困難である．統計期間10年程度では逆の傾向の

現われることすらある．したがって，はじめに注意した

ように，ここに記した月日に必ず特異な状態が起ると期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　255

待するわけにはいかないのである．

　4・特異日一覧とその分布図

　本調査で選んだ特異日の一覧表とその地理的分布図を

まとめれば前頁および前々頁のようになる．

　本調査を行うに当っては統計課長斎藤錬一氏に負う所

が大きかった．記「して感謝の意を表する．
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